
Fig.1  Tb L3-edge XAFS spectra. 
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1．背景と研究目的 

水熱法は、高温高圧の熱水の存在下で行われる化合物の合成あるいは結晶成長のことで、常温常圧で

は水に溶けない物質も容易に溶解するため、通常は得られないような物質の合成、成長が可能である。

本研究では、水熱法を用いて Tb を数%ドープさせたホウ酸塩の合成を行い、合成溶媒の pH を変化させ

ることで Tb にどのような影響を与えるか調査した。 

 

3．実験内容 

測定試料として、pH 8, 9, 10, 11 の条件にて水熱合成した Tb ドープホウ酸塩の粉末 4 種類を用いた。

試料粉末を窒化ホウ素と混合してペレットを形成し、透過法により Tb L3-edge XAFS 測定を行った。 

 

4．結果および考察 

Fig. 1 に pH を変化させて作成した Tb ドープホウ酸塩の Tb L3-edge XAFS スペクトルを示す。スペク

トル情報より、合成時の pH を変化させても、吸収端に大きな変化はなく、Tb の状態に大きな変化がな

いことが分かった。 
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